
実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

緊急車両（消防車）の導入

実　績 １台導入

目　標 １台導入

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

実　績 整備

緊急車両（消防車）の整備

目　標 整備

実　績

94.8%

うち
交付金充当額

31,416 0 0 0 31,416

執行状況の説明 執行残により2,133千円減額した。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 合計

Ｂ．執行済額 39,270 0 0 0 39,270

Ａ．予算現額 41,403 0 0 0 41,403

執行率（％）(B/A) 94.8% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

事業内容 災害時の住民や観光客等の安全を確保するため、緊急車両（消防車）を整備する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 渡嘉敷村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 渡嘉敷村防災体制強化事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－９
2 2 該当箇所

担当部課名 総務課
事業実施
年度

令和 ～

第3章-2-(4)-イ

災害に強い県土づくりと防災
体制の強化



目標/発現年度

R５年度
目標/発現年度

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【令和３年度】
・本事業にて導入した緊急車両（消防車）を活用し訓練しているが、まだ全員がポンプ操作等の訓練を行えてはいないので、消防団員全員が操作を行え
るように訓練回数を増やしたり、訓練に参加できやすい環境づくりを行っていく。

目　標

【令和３年度】
・緊急車両（消防車）が新しくなったことにより、ポンプ操作がわかりやすくな
り、操作できる人員が増えたり、放水開始までの時間が速くなった。

【令和３年度】
・訓練に全員が参加できている訳ではないので、訓練回数の頻度を上げ
る等の改善を行いたい。

１２回以上の
訓練

状
況
説
明

【令和３年度】
・目標回数の12回の訓練を行うことは出来なかったが、６回行った訓練を通して、導入した緊急車両（消防車）の操作方法等を渡嘉敷村消
防団員で確認することができ、スキルアップにつながった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R２年度

実　績 ６回訓練

R６年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

渡嘉敷村消防団訓練　12回以上／年

目　標

R３年度
目標/発現年度

R４年度


